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流星群の二度決定の一方法（1）
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　流星群の速度は一般にこれに属する流星を同時観測から決定するか，又は

流星群の出現程度の週期を観測から定めて間接に決定する以外にない・前者

は比較的容易に行はれることであるが，纏績時闇の測定に於て充分な精度が

得られぬ憾みがある．叉大氣に深く突入するに從ひ減速も行はれる爲，寓眞

術の慮用による器械的測定が行はれぬ限り共の結果は充分信頼するに足るも

のが出てこない．後者は長期の親思が必要であり，又この出現程度を比較す

る爲には結果の充分なる舟町が必要である．

　自分は嘗て微光流星が問題になってみた頃，共の確實性を認める爲に，時

間を隔てS得られた輻射勲の間から天頂引力の影響を槍出し得べきや否やに

ついて意見を述べた事があった（天界149號353頁）．叉その頃流星群の輻射瓢

が一一般に東方に移動をすることから，その移動量を擬測から定め得るならば

間接に流星群の速度が決定し得べきものであらうことを考へて見たこともあ

った．これ等はいつれも微光流星の平骨が輻射勲の位置をかな砂詳しく決定

し得べき事を唐門として解決さるべきものであるが，その槻測自身に幾分の

疑問を淺したまS月日はすぎ，流星群速度の闇接的決定方法の具器化に至ら

すしてそのまSになってみた．

　其の後，偶々昨年の初めニユ1ジ｝ランドのマキン1・シユが流星輻射’瓢の

観測を基として流星群の速度を決定する方法を獲表したので，（M．N．　Vol．

96，No．7）これに基いて其の概要を述べ，併せて其の適用を示したv・と思ふ．

この方法はすでに氏によって1930年頃に思ひっかれた由であるが，又一一面露

國タシケントに於て活躍されてるた故マルチエフも同様な方法を研究し獲表

されてみる．（Publication　Tashkent　Astronomical　Observatory，4，2，3，1933．）

　流星が地球に向って飛來する揚合，その進行方向は地球引力のはたらきに

よって一般に少しだけ偏る．この偏りは，流星の突入方向（EPち流星幅射瓢）



天界197 流星群の速度決定の一方法 409

を天頂に近からしめる様にはたらくので天頂引力Zeuith　Attractic）nと稽す

る．観測によって決定される幅射黒占はこの影響によって，實際の輻射瓢（地

球引力を無しとしたる揚合の流星進行の方向）の天頂距離より幾分小である・

この偏りの量は輻射鮎の天頂距離と流星固有の速度の二攣数の函激として示

される．ところが之の關係に顧て偏りの量（天頂攣位）及び流星速度は何れ

も未知敷である爲それを軍一の観測から決定することは出來なV・．こ」に適

當にはなれた地廻に於て同時に同一の流星群の輻射勲を正確に決定するなら

ば，2個の關係式よりして速度を決定する操作が生するのである．

　適當なる地黒占とは同時に観測される輻射鮎の天頂距離に大なる差のある程

よい．出來得るならば日本と濠洲又はニユ1ジ1ランドの如く同経度の南北

爾地貼をえらぶのがよV・．一：方では天頂附近に，他の一方では地雫に近く輻

射難を槻測するか，又は一方では天頂より北へ一方では天頂より南へ輻射黒占

を見られる檬な爾地黒占を選定するのが最も好都合である・

　先づVを流星固有の地心速度，VPを地球引力によって撒動を受けたる地

心速度，Zは観測幅下黙の天頂距離dZは天頂引力による野崎量：とすれば

次の關係がある．

　　　　　　tan－lf－Az＝＝WeiVv　tan－li－zX　．．，・，．．．，．…．．．．．．．…，．．，・・，…（1）

　今，地球上南北爾地勲で流星輻射鮎が決定されたものとし，上記の門中門

地鮎に於ける夫々の量をZn，　Zs，4Zn，　dZsであらはさば

　　　　　　tan一：一Azn　：一一vV－IPe￥一tan－1｝一zn　．・．・・一…．，・，．．．．，・・．，・．一一・一一・（2）

　　　　　　tanSAzs＝一　WgM￥t　tanlt　Zs　．一・一・・i，…J・・i…・・・・・…J・・一　（3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vp－v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の量は短呼或る同一一一tなる2個の關係が得られ’る．（2）及び（3）に於て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vp十v
の流星群では槻地者の位置如何に拘らす一定のものである．

　今こXに

　　　　　　　1　VI）一V　　　　　　　　　　　　　　　　．，i．，．．一．．，J，．一．，．，，．a，．．，i．．i．一E．，．．（4）　　　　　　tan一＝一x＝
　　　　　　　2”　VI）十V

と置けば，πは地歴上に於ける輻射鮎の天頂への鍵位量を示すことは明らか

である・鵬（・）・・於て・一・・と置けば…音・一・となるから）

著　拙著L流星の研究「304頁，天99S谷S9號L流星軌這の計算法■345頁参照・



天界197流星群の速度決定の一方法41e

　
　
　
　
　
　
　
　
一

〇
誤
ヨ
O
璽
斜

O
日
Q
o
円
露
剛
寸
。O

g
α
つ
ゆ
㊤
H
O
⑳
鷺
。
○
菖
α
っ
寸
書
。
っ
。
っ
コ
斜
O
H
…
倒

卜
震
H
㊤
州
。
。
》
薯
。
。
個
。
っ
罵
H
警
叙
H
H
錯
⑦
等ゆ
二
汗
」
誇
τ
ゆ

　
　
　
　
「

。○

Bっ

ｨ
』
な
⑪
O
寸
ゆ
無

。
O
O

　　　　　　　　　　　　　　　　一Eoo． 盾盾ﾃσ一〇〇〇⇔π50000σ’す「oooo
Bo円帆⇔りマゆ㊤卜oooo囲侶。り寸ゆりトOD⑦o@　　　　　　　　　州Hrさ．」i一二L瓜HHHH㎝

。
ゆ
Q
っ

・oゆ。ゆ。ゆ。ゆOLQOり。りoooo個¢（N@　　　　　　　　　　　　ゆしQ寸》oり。り㎝㎝　LOゆ》でoo◎り斜斜一H

Boo河㎝oり》ゆ㊤卜。り①OHr→㎝eり》LO㊤卜・oo
、o　o　o　－　o　一　（N　斜　⇔りoo寸　》　LQ　㊤り　㊤　⑩　OQ　Oり⑦o@　　　　　　　　　　　　ゆ　　》　　○つ　σq　r→　ゆ寸。り（NH　　ゆ》oり（頴H　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LO　LO

Boo目叙○り寸ゆゆ。卜oO（》OOH罰。り》ゆしQり@　　　　　　　　　　　H　H　目　F→　H　HHH　H

ら
Q
O
路
ト
ー
　
一
　
『
る
ト

ぐ。㊤斜αり・串。こρ㎝αゆH卜。り。㊤帆‘ ｿD嶋㎝QO寸

BOOH叙6り。り寸鴫り㊤b・oo①OOH㎝coσり寸LO@　　　　　　　　　　　　冒　目　H　H　HH目冒
、o斜斜⑩ODO訓寸㊤①HeOhQODO㎝寸oo翻寸@寸》　　　寸σり固回り。7　H　　　》蔚　　　【¢　ひりrr崎マ蔚

nOO一㎝斜。りrヨ寸ゆりト［、QOOOOHH斜。り畑@　　　　　　　　　　　　　　r司　　目　　P祠　H　　下一｛　F→　　　　　　　　　　　　　　　　7L　了一一　　　　一一　　　一

。
ゆ
㊤

・ooO㊤》斜目ooOり寸σりH⑰QOトリ寸㎝（NOQD@COHLQαり目ゆ帆　　寸劇　　　　　　　　　　　　OO　r咽Lo　σりH　kQ　OりH寸

BOOH囲（Ncoσり》ゆゆ⑩トトoOoo⑦OOH㎝（N@　　　　　　　　　　　　　　　「咽　　r「　「→　H　　H
。
O
⑩

’。 熈@鞭一応恥織斜㊤恥鵬叙霧。oo目H叙叙σり寸寸LQゆ。⑩卜。りoO⑦⑦OHH　　　　　　　　　　　　　　　　　　H　　γ一｛　r咽

。
ぬ
ゆ

、oo（N》謝りQooo蔚σり寸㊤oO⑤円蔚ぜ⑩ODO@びり　　σり　　○り　　⇔りH　》　H　寸H　ぜ　H　LO　個　嶋斜IQ　Qり
BOOHH瓠筑翰？りr到寸ゆ訥。り⑩卜卜。りoOooo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一

。
O
鳴

・OoOり寸切ooO㊤ザ瓠oo⑩凸ooo瓠。④卜⑩》@瓠LQ斜kO斜》H寸r唄》HOり　　　　　　　　　　　　　　　　OO　kO　斜　LQ　斜　　　　　　　　　　　　　　ご。

BOOOHH㎝帆的σり寸寸LOLQり。トトトαDDOの
’。 ﾇ寒艦噛自認。蕊繍鯛ギ8露頴。ooo－H購買㎝のσなで》》LOLO⑩㊤r、卜卜OQ

、o帆》寸にρ①一筋寸卜O一のりトOHマ㊤QD【@　　　　　　　　　　　G『で　　　阜りゆ　Hooゆ㎝　㎝寸　　帆寸HOOLOH。り

Booo目HH瓠㎝瓠。り。り》寸一ゴ」ρ．．ぬ」しり℃㊤卜

ゐ
ザ
ー
　
　
　
　
一
　
一
る
寸
一
　
一
　
．
　
一
〇
　
　
［
鵠
ト
u
　
　
1
跳

　’。曾紹栖商調懸自繍卜獅噛鋲摺
@1。OOOOHHH蟹田㎝oり。。。○》ザ竺ゆ画OLOり¢

。ooooo肖一rr「→（N訓㎝（N斜。りaりσOc・o寸寸寸寸》
、o目s（：岬ec　co二二LO⑩⑩αりαD　oo①oo斜鼻LQ㊤¢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例蔚。つrd　LO　　　　　　　「→（NOつ寸ゆ　　　　　　　　　　　　　　「→ひ1ひつif＝）　円（Noつtf1◎
DOOOOOOH目HHH目塾σq瓠．．斜個堕。り。りOlOり。りミてブ。りご一石デ～再一窃｝F万》一驚．．トゆ61φσ；ooOYcuooo碕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　H（Neつ子君LQ　　　　　　　　　Fl　r耐叙oo寸踊f⊃ゆ　　esび10つ。つ寸LQ
田草一．皇＿go＿．9豆．．皇。．」一ピ＿ゴjri一五一門一一亘一璽．、型㎝fL型』．餌

、oLOo㊧門⑩斜㊤瓠五日oOtfoOr郵。》OLoo㊤oり　　　　　　　　　　　　　　　円円斜。り◎り坤》し。ゆ　　目r咽斜㎝0りOり寸》ゆ10
。OOOOoooooooo一一一Hrf一州HH雇．剛、ooりしOトooりりQQ剛寸りouN》oo帆ゆト。斜エ。　　　　目H目目配個（N（Noり。り○り3り寸》寸LOゆゆ
oo　o　e－g－o　oLg－opt　rmgo　o　o－g－Eo2－gg－go　o　o！o－o．2mQ－ge－g＝！O－

L（5－6t－o　o－o’　oooooooooo¢¢oooooo
eo　oooooooo　o．　oooo　o．Q　oooo　Q．go
。o　H　OIひひぜゆ㊤トoo⑦o月斜eり寸LO⑫卜ODΦo円㎝
　　　　　　　　　　HH－HHH州HH囲（N¢『㎝

・
旦
・
。
・

。
ヨ
　
。
O
H
・
竺
・
。

“

（
翠
愈
鋸
e
鎧
遇
揮
鼠
）

榔

一

網

第1表は二地点の観測輻射瓢の天頂距離からπを見出す爲の表である

づ南北寸地貼に於て夫々同じ日に（出來得れば同一時刻に）見かけの輻射鮎が

決定されたものとする．二地黒占に於ける輻射黒八の天頂距離の結合値は直ちに

計算される．この爾天頂距離の結合値によって第ユ表の行のうちに，爾輻射

の攣位量を見出し，左側に三態するπの値を引くのである．この揚重こつ

の鶴測輻射黒占が勇者とも子午線千千は近傍にあるとすれば，門門の量は赤緯

の差に相當するわけである．（つN’く）


